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平成１７年１１月８日 

各位 

 

新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）助成事業 

「細胞診断のためのゲノムバイオマーカー探索装置の開発」 採択のお知らせ 

 

 

上場会社名 プレシジョン・システム・サイエンス株式会社 

       （コード番号  7707） 
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 この度、新エネルギー・産業技術総合開発機構（以下、NEDO）による平成１７年度第２回産業技術

実用化開発助成事業において、当社が提案した「細胞診断のためのゲノムバイオマーカー探索装置

の開発」が採択されましたので、お知らせいたします。 

 

当社はこれまでも、分子生物学の幅広い分野において、独自の自動化システムの提案を行なって

参りました。特に、国際特許技術マグトレーション・テクノロジーを利用した DNA 自動抽出装置等に

おいては、既に国内外に 3,000 台超を供給しており、高い評価を得ております。 

当該事業は、当社がこれまで培って参りました自動化システム技術と、新規なＤＮＡメチル化分析

法である網羅的ＤＮＡメチル化分析法（ＭＯＮＩＣ法）の融合により成立するものです。当該事業は、

ＭＯＮＩＣ法の発明者でもある(財)東京都高齢者研究・福祉振興財団 東京都老人総合研究所 山

川直美研究員の協力のもと、ゲノムＤＮＡのメチル化タイピング技術を応用したＤＮＡバイオマーカー

探索装置を開発し、がんの早期診断や、将来の細胞移植医療に向けた細胞ゲノム診断データベー

スの構築を目指すものです。 

 

 なお、当該事業に伴う開発費については、総費用の３分の２が NEDO より助成金として支給される

ため、当社業績への影響は軽微であります。 

 

 

当該事業の詳細については以下のとおりです。 

 

● 助成事業の概要 

人のからだを構成する細胞は、同一個体であればどの細胞であっても同じ遺伝情報を持っていま

すが、ゲノムＤＮＡ中に存在するシトシンのメチル化修飾パターンには様々な変化が見られ、細胞の

多様性を表しています。例えば、細胞ががん化すると、正常細胞では見られない特徴のあるメチル化

パターンを呈することから、がんの早期発見のバイオマーカーとして、近年、注目されています。 

当該事業は、ゲノムＤＮＡのメチル化タイピング技術を応用したＤＮＡバイオマーカー探索装置を

開発し、がんの早期診断や、将来の細胞移植医療に向けた細胞ゲノム診断データベースの構築を

目指すものです。 
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● 開発の背景と目的 

日本の高齢者人口は年々増加し、我が国の医療費に対する支出も増加の一途を辿っています。

医療費削減を達成する為には健康寿命の延伸が重要な課題であり、病気の早期発見による治癒率

の向上や、疾患の根本治療を目指した再生医療技術の開発が期待されています。特に、国内のが

んによる死亡率は、他の先進諸国とは逆に年々悪化しており、これは早期発見率が低いことに起因し

ています。 

当該事業の基盤技術の一つであるＤＮＡメチル化分析法は、ＤＮＡメチル化を指標としたがんの診

断や細胞種の同定、あるいは細胞診断に対して強力な武器となる事から、当該分析法の自動化装

置を構築することは、上記の診断分野を基礎から支え、最終的に医療費削減に結びつける可能性が

あると考えられます。 

  

 

● 開発のターゲット領域 

当該事業が主なターゲットとしている領域は「がんの早期発見」と、細胞移植医療における「細胞の

安全性評価」です。 

 

① がんの早期発見・診断 
ヒトの体細胞は常に新陳代謝しており、死滅した細胞のＤＮＡは血液中（詳しくは血

清中）に検出されます。体内にがんが形成されると、そのがん組織からも同様にＤＮＡ

が流出し、血中を循環します。がん細胞に由来するＤＮＡは、独特なメチル化パターン

を有している事から、血清中の遊離ＤＮＡのメチル化パターンを解析する事により、正

常細胞由来か、あるいはがん細胞由来であるのか、更にはどの組織由来であるかを推測

できる可能性を持っています。当該事業では、上記メカニズムを利用して、がん診断に

有効なマーカーを探索する事を一つの目標とします。 

また、血中ゲノムバイオマーカーの最大特徴は、検査対象ＤＮＡをＰＣＲ法により容

易に増幅する事ができる事です。これはタンパク質マーカーなどにはない特徴であり、

ゲノムＤＮＡバイオマーカーが極めて高感度に診断できる可能性があります。さらに、

その早期発見に有効なマーカーが存在しない数多くのがんに対し、同様な手法で高感度

な検出系を確立できるという特徴を持っています。 

 

② 再生医療等における細胞の安全性評価 

再生医療等における細胞移植においては、試験管内で作製した細胞を患者体内に移植する

場合、作製した細胞種の詳細な同定と、移植後のがん化リスクなどを検査する「細胞の安全評

価」の方法を確立する必要があります。ゲノムＤＮＡのメチル化パターンの多様性が種類の異な

る細胞を作っているので、このメチル化パターンを解析すれば細胞種の厳密な同定が可能となり

ます。 

 

③ 抗がん剤の適用対象者の絞り込み 

近年、生体内の特定分子をターゲットとした抗がん剤が出現してきましたが、重篤な副作用も

報告されており、薬剤の適正な投与が求められています。ＤＮＡメチル化パターンの網羅的解析

により、がんの種類を詳細に分類する事が可能である事から、特定のがん種に対して、過去にど

のような治療法が有効であったかを調査し、特定の抗癌剤を投与すべき患者を予め絞り込む事

が可能となります。これにより、効果の見込めない種々の治療法を漫然と継続される患者のリスク

を大幅に軽減する事が可能となります。 
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＜ご参考＞ 

 

（ＭＯＮＩＣ法とは） 

ＭＯＮＩＣとは、”modified nucleotides immunocapturing method”の略称です。 

ＭＯＮＩＣ法は、科学技術振興機構及び（財）東京都高齢者研究福祉振興財団により特許出願さ

れている新規なＤＮＡメチル化分析法であり、ゲノムＤＮＡの網羅的メチル化分析を可能にするもの

です。１遺伝子当たりの分析コストが極めて安い、１アッセイあたりの分析時間が他の競合技術と比べ

て短いといった特徴があります。 

 

 

 

以上 


